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１．研究計画の概要 
 西アジア遊牧文化の起源を、「移牧先簡易
灌漑農耕の盛衰」という新たな視点から追
跡・解明すること。それが、本研究の目的で
ある。そのため、1）ヨルダン南部ジャフル
盆地における新石器時代ダムの分布調査を
実施し、2）これによって確認されたダムと、
（その運営母体である）隣接集落遺跡を一
体的に発掘調査すると同時に、3）比較資料
として、シリア中部ビシュリ山系の初期遊
牧民遺跡とこれに伴うダム遺構を調査する。
これら一連の調査結果を基に、西アジア遊
牧化の動因とその具体的経緯を水利面から
明らかにしたい。 
 
２．研究の進捗状況 
 計画 1~2年次の主目標であった分布調査は、
予定通り実施された。その結果、十数件の新
石器時代ダムを確認し、構造や立地条件に関
する基礎的な知見を得た。また、隣接移牧拠
点も数件確認し、基礎データを収集した。 
 計画 3 年次からの目標である発掘調査も、
予定通り進行している。2010 年の 3〜4 月に
は、シリア中部の先土器新石器時代出先集落
ワディ・アル・ハッジャーネ 1 (Wadi 
al-Hajana 1)と、これに隣接する天然貯水ダ
ムを発掘した。また、同年 9月には、ヨルダ
ン南部の先土器新石器時代移牧拠点ワデ
ィ・クウェイール 17 (Wadi Quweir 17)と、
これに付帯するダム群であるワディ・クウェ
イール 106 (Wadi Quweir 106)を、一体的に
調査した。続く 2011 年 3-4 月には、シリア
中部の初期遊牧民遺跡ファカット・ビデゥイ
1を発掘した。 
 これら一連の調査によって、①西アジア周
辺乾燥域における新石器時代ダムの大半が、

貯水目的ではなく、貯留式灌漑を目的とした
ものであったこと、②ダムの周囲に、その運
営母体となる同時代の移牧拠点が伴ってい
たこと、③従って、先土器新石器時代の移牧
は、ダムの貯留式灌漑農耕によって支えられ
ていたこと、が改めて確認された。また、ダ
ム・移牧拠点の一体的調査によって、④貯留
式灌漑農耕の宿命とも言える塩害を回避す
るため、ダムは周辺乾燥域に普遍的な小規模
閉鎖水系にではなく、数少ない半開放水系に
好んで立地していること、⑤にもかかわらず、
貯留式灌漑農耕の継続的実施によって塩害
が起こっていたこと、⑥その結果、ダムと移
牧拠点を移動せざるを得ず、数少ない半開放
水系を次々と塩害化させることとなり、⑦最
終的には遊牧化への道を辿った、という重要
な知見が得られた。 
 だとすれば、貯留式灌漑用ダムに支えられ
た先土器新石器時代の移牧は、気候変動の如
何に関わらず、当初から遊牧化の契機を内包
していたことになる。こうした新たな展望を
得たことが、3年間の最大の成果である。 
  
３．現在までの達成度 
 ②おおむね順調に進展している。 
（理由） 
特に遺跡調査に限っては、予定以上の進捗

を示している。花粉・ケイ藻などの関連デー
タが得られていない点が唯一の懸念材料で
あるが、乾燥域の場合、これはある程度やむ
を得ない。これらについては、今後の調査で
補っていきたい。 
 
４．今後の研究の推進方策 
 貯留式灌漑ダムの塩害問題と、これに起因
する移牧拠点の移転・遊牧化問題に焦点を絞
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り、引き続き調査を進めたい。そのためには、
考古学的データだけでなく、ダム灌漑農地の
土壌塩分・pH・周辺植生等の基礎データが重
要となる。調査体制・調査項目を再点検し、
残る 2年間で遊牧化問題に関わるより包括的
な結論を得たい。 
 
 
５. 代表的な研究成果 
（研究代表者、研究分担者及び連携研究者に
は下線） 
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